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⼭
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４
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３
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】

第
５
回

｢
町
議
会
と
語
ろ
う
会
」

意
見
交
換
で
見
え
て
く
る
課
題

き
や
ま

検
索
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特

集

第
５
回

｢

町
議
会
と
語
ろ
う
会
﹂

意
見
交
換
で
見
え
て
く
る
課
題

２
月
９
日
︵
金
︶

時
よ
り
、
町
民
会
館
小

19

ホ
ー
ル
で
開
催
し
、

人
の
参
加
が
あ
り
ま
し

34

た
。
ご
参
加
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

ワ
ー
ク
シ
ョ

ッ
プ
形
式
で
、
議
員
が
各
テ
ー
ブ

ル
に
分
か
れ
、
進
行
と
記
録
を
行
い
、
ど
う
い

う
内
容
の
意
見
が
出
た
か
を
発
表
し
ま
し
た
。

今
回
は
、
議
論
を
深
め
よ
う
と
５
つ
の
テ
ー

マ
を
設
け
、
参
加
者
が
そ
の
テ
ー
マ
を
選
ん
で

テ
ー
ブ
ル
に
つ
く
と
い
う
方
法
で
意
見
交
換
を

行
い
ま
し
た
。

主
な
意
見
は
次
の
と
お
り
で
す
。

①
農
業
・
商
工
業
関
連

●

定
年
ま
で
農
業
外
収
入
で
生
計
を
立
て
た
人

が
た
く
さ
ん
い
る
。
農
業
関
連
の
部
門
で
適

材
利
用
で
き
る
の
で
は
な
い
の
か
。

●

基
山
駅
周
辺
、
モ
ー
ル
商
店
街
な
ど
、
ま
ち

な
か
を
清
掃
す
る
人
を
育
成
し
て
ほ
し
い
。

●

自
転
車
を
利
用
し
た
ま
ち
づ
く
り
な
ど
、
新

し
い
ア
イ
デ
ア
で
町
を
活
性
化
し
て
ほ
し

い
。

●

以
前
は
、
柿
・
梨
・
ぶ
ど
う
・
ミ
カ
ン
な
ど
米

以
外
も
生
産
が
盛
ん
だ
っ
た
。
今
一
度
、
基

山
ブ
ラ
ン
ド
の
農
産
物
を
作
り
出
せ
な
い

か
。

②
定
住
促
進
関
連

●

基
山
町
は

％
住
み
や
す
い
の
に
、
な
ぜ
人

99

口
が
増
え
な
い
の
か
分
か
ら
な
い
。

●

移
住
体
験
住
宅
で
利
用
人
数
の
説
明
を
受
け

た
が
、
効
果
は
あ
っ
た
の
か
。

●

け
や
き
台
は
、
買
い
物
難
民
と
テ
レ
ビ
放
映

さ
れ
た
が
、
住
民
は
最
後
ま
で
住
ん
で
い
た

い
と
思
っ
て
い
る
。
過
疎
化
は
し
て
い
な

い
。

●

何
か
を
立
ち
上
げ
た
り
変
え
た
り
す
る
の

に
、
町
は
最
初
か
ら
ダ
メ
や
で
き
な
い
か
ら

で
始
ま
っ
て
い
る
。
ど
う
し
た
ら
で
き
る
か

を
考
え
る
べ
き
だ
。

基
山
町
へ
の
皆
さ
ん

の
熱
い
想
い
を
、
一
つ

一
つ
の
意
見
の
中
に
、

し
っ
か
り
受
け
止
め

ま
し
た
。
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③
防
災
・
防
犯
・
財
政
関
連

●

現
在
の
防
災
訓
練
は
火
災
訓
練
が
主
だ
。
水

害
時
の
防
災
訓
練
も
実
施
し
て
ほ
し
い
。

●

大
雨
で
冠
水
し
、
通
学
路
で
水
路
と
道
路
の

境
が
見
え
な
く
な
る
危
険
箇
所
が
あ
る
の
で

対
策
を
し
て
ほ
し
い
。

●

高
齢
者
の
一
人
住
ま
い
者
に
対
す
る
ケ
ア
の

在
り
方
や
進
め
方
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の

か
。

●

基
山
町
の
財
源
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

⑤
議
会
改
革
関
連

●

議
員
の
報
酬
が
安
い
。
若
い
町
民
の
な
り
手

が
い
な
い
の
で
、
定
数
を
削
減
し
て
で
も
報

酬
ア
ッ
プ
を
検
討
す
べ
き
で
は
な
い
の
か
。

●

町
議
の
選
挙
を
絶
対
や
る
べ
き
。
無
投
票
は

ダ
メ
だ
。

●

議
会
だ
よ
り
及
び
広
報
き
や
ま
の
誌
面
が
簡

略
化
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

●

毎
日
ご
み
拾
い
を
実
施
し
て
い
る
が
、
役
場

前
の
通
り
は
東
明
館
の
生
徒
も
通
学
す
る
の

で
、
清
掃
等
を
徹
底
す
べ
き
だ
。

④
教
育
・
子
育
て
関
連

●

子
ど
も
同
士
、
相
手
を
認
め
合
う
よ
う
な
能

力
の
ア
ッ
プ
を
基
山
町
全
体
に
広
げ
て
い
き

た
い
。

●

子
育
て
世
代
の
人
も
町
政
に
関
心
を
持
っ
て

発
言
し
て
い
く
べ
き
と
考
え
る
。

●

町
立
図
書
館
に
学
校
帰
り
に
も
寄
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
、
何
か
対
策
は
で
き
な
い
か
。

●

議
会
報
告
会
の
開
催
を
、
休
日
の
午
前
中
と

か
子
育
て
世
代
が
参
加
し
や
す
い
日
に
し
て

は
ど
う
か
。

参
加
者
の
皆
様
か
ら
の
貴
重
な
ご
意
見

は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
テ
ー
マ
ご
と
に
ま
と

め
て
掲
載
し
て
い
ま
す
。

こ
の
議
会
報
告
会
は
、
２
時
間
と
い
う
時

間
の
中
で
、
各
委
員
会
委
員
長
が
活
動
報
告

を
し
、
意
見
交
換
し
た
後
、
全
体
で
の
質
疑

応
答
の
時
間
を
と
る
と
い
う
進
め
方
を
し
ま

し
た
。

今
後
も
基
山
町
議
会
は
、
町
民
の
声
を

し
っ
か
り
聴
く
場
と
し
て
の
議
会
報
告
会
を

継
続
し
て
開
催
し
、
課
題
解
決
に
向
け
た
活

動
を
し
て
い
き
ま
す
。
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町
税
の
税
収
率
を
１
％
上
げ
た

理
由
は

問

町
税
の
徴
収
率
を

％
か
ら

97

98

％
に
上
げ
た
理
由
は
。

答

１
％
は
留
保
財
源
的
に
考
え
て

い
た
が
︑
実
際
の
徴
収
を
考
慮

し
て

％
と
し
た
︒
今
後
も

98

98

％
と
し
て
考
え
て
い
く
︒

実
施
計
画
の
策
定
は

問

公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
と

同
実
施
計
画
の
取
組
は
、
予
算

を
組
み
重
点
的
に
進
め
る
べ
き

で
は
な
い
の
か
。

答

公
共
施
設
等
総
合
管
理
実
施
計

画
は
策
定
中
で
あ
り
︑
個
別
の

橋
梁
︑
道
路
も
入
れ
て
い
く
必

要
が
あ
る
︒

提
案

公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
と

の
整
合
性
を
図
る
た
め
、
早
急

に
実
施
計
画
を
策
定
す
る
こ

と
。

下
水
道
事
業
の
進
捗
状
況
は
ど

う
な
っ
て
い
る
の
か

問

費
用
対
効
果
に
よ
り
、
認
可
区

域
の
見
直
し
を
３
年
前
に
行
っ

た
が
、
今
後
の
下
水
道
事
業
の

平成30年度一般会計予算

過去最高の74億6千万円
予算特別委員会審査報告

平成30年度国民健康保険特別会計 予算額 20億2,867万円
平成30年度後期高齢者医療特別会計 予算額 2億3,226万円
平成30年度下水道事業会計 収益的収入予算額 3億9,961万円

収益的支出予算額 3億9,088万円

平
成

年
度

30
施
政
運
営
方
針

平
成

年
度
は
︑

30

｢

安
心
と
安
全
の
ま
ち
づ
く
り
﹂

｢

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
﹂

を
二
つ
の
大
き
な
柱
と
し
て
取
り
組

む
︒加

え
て
﹁
地
方
創
生
﹂
の
集
大
成
と

し
て
︑
完
成
し
た
施
設
等
の
最
大
限
の

利
活
用
は
も
ち
ろ
ん
︑
子
育
て
支
援
︑

定
住
促
進
︑
産
業
振
興
の
各
種
ソ
フ
ト

事
業
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
く
︒

施
政
運
営
方
針
に
対
す
る
主

な
質
疑

ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金
の
使
い

道
の
基
準
は
あ
る
の
か

問

町
民
税
及
び
交
付
税
等
の
減
少

で
財
源
が
厳
し
く
な
っ
て
く

る
。
そ
こ
で
、
ふ
る
さ
と
応
援

寄
附
金
が
貴
重
な
財
源
と
な
る

が
、
使
い
道
の
基
準
は
あ
る
の

か
。

答

分
野
と
期
間
で
整
理
し
て
お

り
︑
今
後
基
準
に
つ
い
て
は
︑

明
文
化
す
る
必
要
が
あ
る
︒

進
捗
状
況
は
。

答

現
在
︑
福
岡
県
と
協
議
中
で
︑

終
末
処
理
場
の
件
が
問
題
で
あ

り
︑
こ
こ
数
年
で
結
論
を
出
さ

な
け
れ
ば
い
け
な
い
︒
終
末
処

理
場
の
場
所
が
決
ま
れ
ば
認
可

区
域
も
変
わ
る
の
で
︑
対
象
地

域
の
町
民
に
は
意
見
交
換
会
で

話
し
合
っ
て
い
く
︒

自
治
会
活
動
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
を
新
た
に
１
人
配
置

問

公
民
館
を
中
心
と
し
た
コ
ミ
ュ

二
テ
ィ
活
動
の
支
援
内
容
は
。

答

生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

２
人
を
含
む
３
人
が
地
域
の
課

題
を
把
握
し
︑
各
公
民
館
を
中

心
と
し
た
様
々
な
活
動
を
支
援

し
て
い
く
︒

▲活動拠点となる公民館
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旧役場跡地の子育て・若者世帯住宅建設

PFI事業を活用し、子育て世代を主軸とし

た定住促進住宅を利便性の高いJR基山駅前

の旧役場跡地に供給する。

問 PFI事業について、万が一アクシデント

があった場合、町が10億6500万円を支

払うこともあり得るのではないのか。

答 町はSPC（特別目的会社）と協定を結び

そういうことにならないように対処す

る。

提案 30年の長きに渡る内容であり、町に損

害を与えるケースが発生する可能性も

あることから、十分に考慮すること。

小学校３年生放課後補充学習始まる

６年生に加え、３年生への補充学習を拡充

することで、学習機会の確保や子ども達の基

礎学力の定着、活用など向上を目指す。

問 下校時の対応はどうするのか。

答 放課後児童クラブに通っている子どもは

放課後児童クラブに戻るが、参加者は保

護者に送迎をお願いする。

問 この事業は継続できるのか。

答 子ども・子育て支援交付金は３年間の事

業である。

提案 継続性を担保し、町費でも行うこと。

保育所完成後の移行

公立保育所の経年劣化に伴い、建替えを行

う。公立保育所１園、民間保育所１園の２園

に整備する。

問 平成30年に建設する民間保育所へスムー

ズに移行するために、保護者への説明は

どうするのか。

答 ４月に新民間保育所を周知し、アンケー

トを行う。公立保育所が完成するまでの

２年間で入所調整を図り、園児募集は通

常12月だが、１か月前倒しで募集する。

提案 移行するにあたり補助等を行う場合

は、認可保育所の公平・公正さを十分

に協議すること。

亀の甲ため池の耐震照査

亀の甲ため池は昭和以前に築造されている

が、ため池の耐震性の有無については把握で

きてない。

問 佐賀県の防災重点ため池として指定され

ているが、耐震照査はどのくらいを想定

しているのか。補助はどう見込んでいる

のか。

答 耐震の照査はマグニチュード7.2まで想

定している。受益面積が10ha以上は県

事業となる。

平成30年度当初予算審査 予算特別委員会

施政方針・議案・各種資料に基づき５日間審査

(議案15）平成30年度国民健康保険特別会計予算

反対…財政運営が県に移ることで、国保税

が上がると試算されている。引上げ

を抑えるべきと考える。

賛成…国民健康保険財政調整基金から毎年

繰入れを行い、保険料の安定化を図

る方針であるとの説明を受けてい

る。

(議案14）平成30年度一般会計予算

反対…電磁波が及ぼす影響等の心配が払拭

されず、公立保育所の建設場所とし

て適切でないと考える。

賛成…電磁波測定や有識者による講習等を

行い、町としての説明は終わってい

る。保育所の早期建設を切望する保

護者のこともまず考えるべき。

討

論
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管理職手当を４月から定額制に改正

総務文教常任委員会

管理職手当の額を見直し

第
１
回
定
例
会

議
案
審
議

管
理
職
手
当
を
見
直
す

基
山
町
職
員
の
給
与
に
関

す
る
条
例
等
の
一
部
改
正

問

管
理
職
手
当
を
定
率
制

か
ら
定
額
制
へ
見
直
し

た
額
の
増
減
は
。

答

課
長
・
参
事
と
も
増
額

に
な
り
︑
全
体
平
均
は

月
８
４
３
２
円
︑
参
事
職
は
月

１
万
４
９
３
２
円
増
額
︒

問

今
回
、
総
務
企
画
課
長

以
外
の
課
長
と
参
事
が

同
額
支
給
だ
が
、
課
長
と
参
事

の
職
務
・
職
責
の
違
い
は
何
か
。

答

課
長
は
︑
事
務
分
掌
規

則
で
は
課
の
最
高
責
任

者
で
︑
参
事
は
課
長
の
補
佐
に

あ
た
る
︒

し
か
し
︑
参
事
の
図
書
館
長

や
保
育
園
長
は
施
設
の
最
高
責

任
者
で
あ
り
︑
室
長
は
重
要
施

策
を
行
う
室
の
最
高
責
任
者
な

の
で
課
長
と
同
等
の
職
責
と
判

断
し
た
︒

問

管
理
職
手
当
の
見
直
し

と
課
設
置
条
例
が
関
連

し
て
い
な
い
こ
と
や
、
特
に
こ

ど
も
課
長
と
保
育
園
長
の
職
務

権
限
な
ど
、
今
後
、
見
直
し
を

検
討
す
る
の
か
。

答

平
成

年
度
に
機
構
改

30

革
と
課
設
置
条
例
の
見

直
し
を
検
討
し
た
い
︒

平
成

年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

29

英
検
受
験
者
の
合
否
確
認
は

英
語
検
定
料
補
助
金

減
額

万
円

58

問

当
初
約

万
円
の
予
算

79

額
が
、
な
ぜ

万
円
も

58

減
額
な
の
か
。

答

基
山
中
学
校
校
舎
の
大

規
模
改
造
に
よ
り
︑
団

体
受
験
用
の
会
場
確
保
が
で
き

ず
︑
中
学
生
の
受
験
者
が
減
っ

た
︒問

検
定
受
験
者
の
合
否
に

つ
い
て
把
握
し
て
い
る

の
か
。

答

合
否
に
関
係
な
く
︑
検

定
受
験
者
に
補
助
を
し

て
い
る
︒

問

補
助
の
目
的
が
、
中
学

３
年
生
で
英
検
３
級
程

度
の
生
徒
を

％
以
上
に
す
る

50

な
ら
、
合
否
の
確
認
が
必
要
で

は
な
い
か
。

答

合
否
の
確
認
を
し
て
い

き
た
い
︒

第
１
回
臨
時
会

基
山
町
合
宿
所

指
定
管
理
者
を
決
定

指
定
管
理
者

︵
株
︶
サ
ン
ア
メ
ニ
テ
ィ

問

指
定
管
理
者
の
応
募
団

体
が
、
な
ぜ
１
団
体
だ

け
な
の
か
。

答

当
初
は
７
団
体
が
意
見

交
換
会
に
参
加
し
た

が
︑
最
終
的
に
１
団
体
だ
け
の

応
募
と
な
っ
た
︒
し
か
し
︑
こ

れ
ま
で
全
国
で
多
数
の
公
共
施

設
指
定
管
理
者
の
実
績
が
あ

る
︒
ま
た
︑
運
営
に
つ
い
て
は

宿
泊
者
確
保
や
平
日
の
利
用
促

進
に
関
係
団
体
と
協
議
を
図
る

こ
と
な
ど
を
提
案
さ
れ
て
お

り
︑
選
定
委
員
会
で
指
定
候
補

者
と
な
っ
た
︒

問

食
堂
運
営
は
ど
う
な
る

の
か
。

答

合
宿
所
の
食
堂
で
あ
る

事
が
第
一
条
件
︒
し
か

し
︑
地
域
に
開
か
れ
た
食
堂
と

し
て
︑
当
面
は
一
般
の
利
用
者

に
は
昼
食
時
間
帯
だ
け
の
提
供

と
な
る
︒

審査、調査

の担当課

総務企画課・財政課・まちづくり課

税務課・教育学習課・出納室

▲完成間近の基山町合宿所
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第
１
回
定
例
会

議
案
審
議

一
部
負
担
金
を
全
額
助
成
に

ひ
と
り
親
家
庭
等
医
療
費
助
成

に
関
す
る
条
例
等
の
一
部
改
正

問

ひ
と
り
親
家
庭
等
医
療

費
の
一
部
負
担
金
を
全

額
助
成
し
て
い
る
近
隣
市
町
の

状
況
は
。

答

全
国
事
例
は
あ
る
と
思

わ
れ
る
が
︑
県
内
で
は

初
め
て
の
取
組
と
な
る
︒

問

こ
の
施
策
内
容
の
根
拠

は
。

答

今
回
実
施
し
た
子
ど
も

生
活
実
態
調
査
に
基
づ

く
施
策
と
し
て
︑
一
番
困
っ
て

い
る
世
帯
へ
の
対
策
と
位
置
付

け
て
い
る
︒

問

助
成
が
償
還
払
い
と

な
っ
て
い
る
現
状
に
つ

い
て
は
。

答

県
の
制
度
で
あ
り
︑
県

内
統
一
し
た
取
組
が
必

要
と
な
る
︒

町
と
し
て
も
機
会
を
と
ら
え

て
県
に
は
要
望
を
出
し
て
い

く
︒

提
案

助
成
対
象
者
に
制
度
改

正
の
周
知
を
徹
底
す
る
こ
と
、

併
せ
て
、
医
療
機
関
へ
の
ひ
と

り
親
家
庭
等
医
療
費
助
成
制
度

の
周
知
も
徹
底
す
る
よ
う
提
案

し
た
。

平
成

年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

29

多
額
の
減
額
の
原
因
は

介
護
予
防
・
生
活
支
援
サ
ー
ビ

ス
業
務
委
託
料

減
額

３
４
２
万
３
千
円

問

業
務
委
託
予
定
で
、
実

施
さ
れ
た
の
は
通
所
型

サ
ー
ビ
ス
Ｂ
の
運
動
教
室
へ
１

人
の
対
象
者
の
み
で
あ
り
、
な

ぜ
こ
の
よ
う
な
大
き
な
減
額
と

な
っ
た
の
か
。

答

当
初
手
探
り
状
態
で
ス

タ
ー
ト
し
︑
周
知
不
足

を
は
じ
め
反
省
点
が
多
か
っ

た
︒問

事
業
の
対
象
者
は
ど
の

よ
う
な
方
か
。

答

要
支
援
の
方
や
約
５
８

０
人
い
る
事
業
対
象
者

チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
の
方
で
あ
る

が
︑
現
行
事
業
を
利
用
す
る
方

が
多
く
︑
内
容
を
含
め
も
っ
と

工
夫
が
必
要
と
認
識
し
て
い

る
︒

提
案

実
施
場
所
の
検
討
、
仕

様
書
の
内
容
、
近
隣
市
町
の
実

施
状
況
や
方
向
性
を
十
分
に
研

究
し
、
来
年
度
予
算
が
確
実
に

履
行
さ
れ
る
よ
う
提
案
し
た
。

第
１
回
臨
時
会

基
山
町
ジ
ビ
エ
解
体
処
理

施
設

指
定
管
理
者
を
決
定

指
定
管
理
者

︵
株
︶
き
や
ま
フ
ァ
ー
ム

問

指
定
管
理
者
は
、
営
業

許
可
を
取
る
こ
と
が
大

前
提
と
な
る
が
、
現
在
の
状
況

は
。答

現
在
処
理
施
設
を
建
設

中
で
︑
こ
の
議
決
を

も
っ
て
営
業
許
可
申
請
に
向
け

準
備
す
る
こ
と
と
な
り
︑
施
設

の
完
成
と
共
に
︑
保
健
所
が
確

認
の
検
査
を
行
い
︑
１
週
間
ほ

ど
で
許
可
が
下
り
る
︒

ま
た
︑
有
資
格
者
や
食
品
衛

生
管
理
者
は
︑
指
定
管
理
者
が

そ
の
間
で
準
備
す
る
こ
と
に
な

る
︒問

食
肉
の
ト
レ
ー
サ
ビ
リ

テ
ィ
ー
の
管
理
は
ど
う

考
え
て
い
る
の
か
。

答

入
荷
時
に
台
帳
管
理
を

行
い
︑
出
荷
時
に
は

ロ
ッ
ト
番
号
で
管
理
し
て
い

く
︒

一部負担金を全額助成に

ひとり親家庭等医療費助成の見直し

厚生産業常任委員会
審査、調査

の担当課

住民課・こども課・健康福祉課

定住促進課・産業振興課・建設課

▲完成したジビエ解体処理施設
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歳 入

ごみ収集処理手数料 事業系ごみ袋（大サイズ）の作成による手数料 292万円

寄附金 企業版ふるさと納税寄附金 1000万円

公共施設整備基金 基金運用収入国債売却益 205万円

教育債 学校教育施設等整備事業 1780万円

財政調整基金繰入金 9000万円減額した補正後金額 繰入 2億6700万円

歳 出

学校管理 中学校校舎大規模改造工事 3120万円

臨時雇賃金 地域おこし協力隊分 減額 70万円

コンビニ交付 コンビニ交付システム改修業務委託料 〃 453万円

放課後児童教室 放課後児童教室建設実施設計・工事監理委託料 〃 511万円

広域ごみ処理施設 クリーンヒル宝満施設運営費 〃 1823万円

平成29年度 一般会計補正予算

9884万円を減額 予算総額は74億1387万円に

主な補正内容

後期高齢者医療特別会計 補正予算

下水道事業会計 補正予算

13万円を減額 2億3450万円

収入を27万円追加し、収益的収入総額

4億 938万円

支出を10万円減額し、収益的支出総額

3億9534万円

平成29年度一般会計補正予算 専決処分承認

国民健康保険特別会計 補正予算

歳入歳出それぞれ2億6000万円を追加

予算総額75億1271万円

1億3162万円を減額

予算総額22億7136万円

▲ごみ処理費の削減を目指そう ▲更に充実した放課後児童クラブひまわり教室
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議案４

議案５

議案６

議案７

議案８

議案９

議 案 名
議案
番号

平成29年度一般会計補正予算（第11号）議案10

職員の給与に関する条例の一部改正について

国民健康保険財政調整基金の設置、管理及び処分
に関する条例の一部改正について

税条例の一部改正について

特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に
関する基準を定める条例の一部改正について

ひとり親家庭等医療費助成に関する条例の一部
改正について

国民健康保険条例の一部改正について

後期高齢者医療に関する条例の一部改正につい
て

議案３

専決処分の承認を求めることについて（平成29
年度一般会計補正予算（第10号））

承認１

平成30年 第1回定例会（3月5日∼23日）

議 案 名
議案
番号

発議１

平成29年度国民健康保険特別会計補正予算（第5
号）

議案11

平成29年度後期高齢者医療特別会計補正予算
（第2号）

議案12

平成29年度下水道事業会計補正予算（第5号）議案13

平成30年度一般会計予算議案14

平成30年度国民健康保険特別会計予算議案15

平成30年度後期高齢者医療特別会計予算議案16

平成30年度下水道事業会計予算議案17

議会議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条
例の一部改正について

賛否が分かれた議案

久
保
山
義
明

桒

野

久

明

〇

●

●

末

次

明

12

大

久

保

由

美

子

松

石

健

児

松

石

信

男

大

山

勝

代

鳥

飼

勝

美

重

松

一

徳

河

野

保

久

賛 否 表

木

村

照

夫

牧

薗

綾

子

〇

1110987654321

〇 〇 〇

〇

● 〇

〇

〇

〇

〇 〇

〇

〇 〇

〇〇 〇〇 ●〇

〇〇〇

〇

●〇〇〇〇〇〇〇

○賛成 ●反対

議案 16

議案 15

議案 14

議案
番号

平成30年度一般会計予算

議 案 名

平成30年度後期高齢者医療特別会計予算

平成30年度国民健康保険特別会計予算

全議案および賛否表

議案２

議 案 名
議案
番号

ジビエ解体処理施設の指定管理者の指定について

合宿所の指定管理者の指定について

議案１

全会一致で可決・承認した議案

平成30年 第1回臨時会（1月11日）
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12人が町政を問う
一般質問一般質問一般質問

町議会ホームページ
http://www.town.kiyama.lg.jp/site/gikai/

　一般質問とは、議員が町政について自由に質
問をすることをいいます。質問する項目は事前
に通告します。基山町の場合は、時間内であれ
ば納得がいくまで何度も質問できる「一問一答
方式」を採用しています。
　本議会の様子はYouTube（ユーチューブ）で
試験的に配信しています。視聴方法等は町議会
ホームページをご覧ください。

（傍聴者 のべ67人）

は
伝
え
る
よ
う
に
指
導
し
て
い
る
︒

問

役
場
西
側
テ
ン
ト
の
場
所
は
、
公

立
保
育
所
建
設
予
定
地
入
口
に
な
っ
て

い
る
が
、
移
転
計
画
は
あ
る
か
。

答

役
場
西
側
テ
ン
ト
の
回
収
ス
テ
ー

シ
ョ

ン
は
場
所
的
に
職
員
の
目
も
届
き

好
立
地
な
た
め
︑
移
転
計
画
は
な
い
︒

問

資
源
回
収
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
で
の
回

収
量
が
減
少
傾
向
に
あ
る
が
、
原
因
と

対
策
は
何
か
。

答

紙
類
が
ま
だ
燃
え
る
ご
み
と
し
て

廃
棄
さ
れ
て
い
る
︒
回
収
資
源
物
を
認

識
し
て
い
た
だ
き
協
力
を
要
請
し
て
い

く
︒

問

町
と
し
て
の
家
庭
系
ご
み
の
搬
出

に
対
す
る
目
標
数
値
は
あ
る
か
。

答

平
成

年
度
作
成
の
一
般
廃
棄
物

25

処
理
基
本
計
画
の
中
で
︑
排
出
量
の
目

標
値
を
設
定
し
て
い
る
︒
平
成

年
度

24

の
１
日
一
人
当
た
り
の
排
出
量
７
８

９
・

ｇ
に
対
し
︑

年
後
に

％
削

77

10

10

減
す
る
こ
と
が
目
標
︒

問

新
し
く
基
山
町
に
住
ん
で
い
た
だ

く
世
帯
に
対
し
、
家
庭
ご
み
の
出
し
方

を
ど
の
よ
う
に
広
報
し
て
い
る
か
。

答

転
入
手
続
き
の
際
に
住
民
課
受
付

窓
口
で
ご
み
・
資
源
物
の
収
集
カ
レ
ン

ダ
ー
及
び
家
庭
ご
み
分
別
大
辞
典
を
配

布
し
て
い
る
︒

問

引
っ
越
し
て
き
た
世
帯
に
各
地
域

の
ご
み
収
集
場
所
の
こ
と
で
不
安
感
を

与
え
て
い
な
い
か
。

答

建
設
業
者
や
不
動
産
業
者
に
は
開

発
時
や
建
設
時
に
ご
み
収
集
所
を
設
け

る
こ
と
や
︑
そ
の
地
区
で
の
搬
出
場
所

問

役
場
西
側
資
源
回
収
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
は
ど
う
す
る

答

現
在
地
は
立
地
が
良
く
同
じ
場
所
を
検
討
し
て
い
る

末

次

明
議
員

▲資源回収ステーション内部
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問

平
成

年
に
閉
園
と
な
る
、
現
在

32

の
基
山
保
育
園
の
跡
地
の
具
体
的
活
用

策
は
あ
る
の
か
。

答

今
後
検
討
し
て
い
く
︒

営
業
休
止
中
の
温
浴
施
設
﹁
山
楽
﹂
は
再

開
で
き
る
の
か

問

３
年
前
に
突
然
、
営
業
を
休
止
し

た
温
浴
施
設
﹁
山
楽
﹂
の
営
業
再
開
の

見
通
し
は
。

答

山
楽
の
営
業
主
体
の
話
に
よ
れ

ば
︑﹁
再
開
︑
又
は
同
業
者
に
対
す
る
譲

り
渡
し
の
検
討
を
始
め
た
﹂
と
の
こ
と
︒

今
後
の
動
向
を
注
視
し
て
い
き
た
い
︒

問

営
業
休
止
期
間
中
の
固
定
資
産
税

等
の
徴
収
に
影
響
は
な
い
の
か
。

答

固
定
資
産
税
等
に
は
影
響
な
い

が
︑
入
湯

税
︑
法
人

町
民
税
法

人
税
割
に

影
響
が
あ

る
︒

問

町
の
財
政
運
営
の
現
状
と
課
題
は
。

答

医
療
︑
介
護
︑
福
祉
等
の
歳
出
が

増
大
す
る
中
︑
公
共
施
設
の
整
備
や
長

寿
命
化
を
図
る
た
め
の
財
源
確
保
が
課

題
で
あ
る
︒

問

ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金
が
、
町
の

財
政
運
営
に
ど
う
影
響
す
る
の
か
。

答

本
年
度
予
算
と
し
て
︑
前
年
度
に

積
み
立
て
た
ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
基
金

か
ら
約
２
億
円
を
各
種
事
業
に
活
用

し
︑
一
般
財
源
の
負
担
軽
減
と
起
債
︵
借

金
︶
の
抑
制
や
各
種
基
金
の
取
崩
し
を

抑
制
し
て
お
り
︑
重
要
な
財
源
と
な
っ

て
い
る
︒

公
有
地
の
有
効
活
用
を
図
れ

問

年
前
か
ら
活
用
さ
れ
て
い
な

20

か
っ
た
旧
役
場
跡
地
の
活
用
は
。

答

平
成

年
４
月
に
入
居
開
始
予
定

31

で
︑
子
育
て
・
若
者
世
帯
定
住
促
進
住

宅
を
民
間
資
本
に
よ
り
建
設
す
る
︒

︵
６
階
建
て
・
３
Ｌ
Ｄ
Ｋ
タ
イ
プ
・
全
室

南
向
き
・

戸
・
駐
車
場

台
分
︶

30

34

問

松
田
町
政

年
目
の
課
題
と
財
政
運
営
は

3

答

歳
出
が
増
大
す
る
中
で
︑
財
源
の
確
保
が
課
題

鳥

飼

勝

美
議
員

問

小
中
学
校
の
掲
示
板
な
ど
を
利
用

し
て
交
流
事
業
を
展
示
し
て
は
ど
う
か
。

答

行
っ
て
い
な
い
の
で
検
討
す
る
︒

問

図
書
館
や
庁
舎
ロ
ビ
ー
で
展
示
を

し
て
は
ど
う
か
。

答

平
成

年
度
も
明
治
維
新
１
５
０

30

年
記
念
さ
が
維
新
事
業
は
予
定
を
し
て

い
る
の
で
︑
平
成

年
度
の
事
業
紹
介

29

と
し
て
展
示
を
考
え
た
い
︒

他
の
一
般
質
問

歴
史
的
風
致
維
持
向
上
計
画
事
業

開
発
事
業
に
伴
う
道
路
整
備
補
助
事

業

問

対
馬
交
流
事
業
の
目
的
に
あ
る

﹁
特
徴
あ
る
文
化
﹂
と
は
何
か
。
ま
た

交
流
を
通
し
て
育
ま
れ
た
文
化
を
再
認

識
で
き
た
の
か
。

答

特
徴
あ
る
文
化
と
は
﹁
田
代
売
薬
﹂

や
﹁
き
や
ぶ
こ
と
ば
﹂
な
ど
︒
対
馬
は

山
林
が
多
く
平
野
が
少
な
い
こ
と
か

ら
︑
田
代
領
で
生
産
さ
れ
た
穀
物
が
対

馬
の
財
政
を
支
え
て
い
た
こ
と
な
ど
を

再
認
識
で
き
た
と
思
う
︒

問

町
の
子
ど
も
た
ち
に
、
対
馬
交
流

事
業
の
成
果
を
ど
う
提
供
で
き
た
の
か
。

答

ふ
れ
あ
い
フ
ェ
ス
タ
で
︑
対
馬
の

交
流
写
真
や
感
想
文
を
展
示
し
た
︒

問

な
ぜ
﹁
広
報
き
や
ま
﹂
の
ふ
れ
あ

い
フ
ェ
ス
タ
会
場
案
内
欄
に
、
対
馬
交

流
事
業
の
紹
介
を
載
せ
な
か
っ
た
の
か
。

答

広
報
記
載
の
配
慮
が
足
り
な
か
っ

た
︒ 問

基
山
町
の
明
治
維
新
１
５
０
年
記
念
さ
が
維
新
事
業
は

答

人
の
子
ど
も
た
ち
が
︑
対
馬
へ
交
流
訪
問

25

大
久
保

由
美
子
議
員

▲対馬での交流のようす

▲6階建て30戸のアパートが建設される旧役場跡地
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答

春
と
秋
の
年
２
回
各
地
域
で
実
施

し
て
い
る
︒
避
難
訓
練
に
つ
い
て
は
︑

平
成

年
度
に
佐
賀
県
総
合
防
災
訓
練

27

で
第
２
区
の
避
難
訓
練
を
行
い
︑
そ
の

後
実
施
し
て
い
な
い
︒
平
成

年
度
に

30

は
︑
避
難
訓
練
も
含
め
た
防
災
訓
練
を

実
施
す
る
予
定
で
あ
る
︒

問

防
災
士
の
育
成
は
ど
う
な
っ
て
い

る
の
か
。

答

防
災
士
の
資
格
要
件
を
満
た
す
た

め
︑
佐
賀
県
が
開
催
し
て
い
る
地
域
防

災
リ
ー
ダ
ー
研
修
会
へ
の
参
加
を
呼
び

掛
け
て
い
る
︒

問

土
砂
災
害
特
別
警
戒
区
域
︵
レ
ッ

ド
ゾ
ー
ン
︶
の
ハ
ー
ド
対
策
は
。

答

町
と
県
で
協
議
を
行
い
︑
県
砂
防

事
業
で
人
家
及
び
公
共
施
設
へ
の
土
砂

災
害
に
よ
る
被
害
を
防
止
す
る
た
め
︑

崩
壊
土
留
め
コ
ン
ク
リ
ー
ト
構
造
物
築

造
を
行
っ
て
い
る
︒
現
在
︑
園
部
地
区

か
所
︵
東
部
水
道
企
業
団
浄
水
場
西

1側
︶︑
小
倉
地
区

か
所
︵
旧
塵
芥
処
理

1

場
西
側
︶
の
対
策
工
事
を
計
画
し
︑
地

権
者
協
議
を
進
め
て
い
る
︒

問

土
砂
災
害
警
戒
区
域
︵
イ
エ
ロ
ー

ゾ
ー
ン
︶
の
ハ
ー
ド
対
策
は
。

答

住
宅
が
集
合
し
︑
か
つ
避
難
に
使

用
す
る
公
共
道
路
が
被
災
す
る
恐
れ
が

あ
る
場
所
に
対
し
︑
国
・
県
の
支
援
を

受
け
て
急
傾
斜
地
崩
壊
防
止
事
業
を
考

え
て
い
る
︒

問

地
域
の
避
難
訓
練
実
施
計
画
は
あ

る
の
か
。

問

土
砂
災
害
特
別
警
戒
区
域
の
ハ
ー
ド
対
策
を
急
げ

答

２
地
区
で
崩
壊
土
留
め
構
造
物
築
造
を
行
う

木

村

照

夫
議
員

き
各
月
５
０
０
円
の
自
己
負
担
を
全
額

助
成
し
た
い
と
考
え
て
い
る
︒
ま
た
︑

全
体
を
対
象
と
し
た
施
策
と
し
て
放
課

後
補
充
学
習
を
小
学
３
年
生
に
も
拡
充

し
た
い
︒

問

ひ
と
り
親
家
庭
等
医
療
費
助
成
は

手
続
き
の
煩
雑
さ
に
加
え
、
医
療
機
関

窓
口
に
お
い
て
も
、
ス
ト
レ
ス
を
抱
え

る
現
状
が
あ
る
。
県
へ
の
申
入
れ
を
強

く
望
む
。

答

窓
口
で
の
状
況
は
把
握
し
て
い
な

か
っ
た
が
︑
ま
ず
は
県
内
市
町
の
合
意

が
必
要
な
た
め
︑
担
当
課
レ
ベ
ル
の
協

議
で
積
み
上
げ
て
い
き
た
い
︒
必
要
で

あ
れ
ば
首
長
会
議
で
の
発
言
も
視
野
に

入
れ
る
︒

問

生
活
実
態
調
査
に
お
い
て
特
徴
的

だ
っ
た
回
答
と
は
。

答

経
済
的
な
面
で
比
較
を
行
い
︑
生

活
状
況
︑
医
療
機
関
へ
の
受
診
状
況
︑

子
ど
も
の
進
学
状
況
︑
相
談
相
手
の
状

況
等
で
傾
向
の
違
い
が
見
ら
れ
た
︒

問

今
回
の
回
収
率
は
約

％
。
以
前

55

の
答
弁
で
ア
ン
ケ
ー
ト
は
相
対
的
な
指

標
で
個
別
案
件
は
別
に
対
応
す
る
と

あ
っ
た
。
今
回
、
拾
い
き
れ
な
か
っ
た

個
別
案
件
を
ど
う
想
定
す
る
か
。

答

ひ
と
り
親
家
庭
の
回
収
率
の
方
が

低
い
が
︑
様
々
な
事
案
に
対
応
し
な
が

ら
︑
特
に
専
門
家
に
よ
る
訪
問
体
制
の

強
化
に
努
め
た
い
︒

問

こ
れ
か
ら
実
施
予
定
の
ひ
と
り
親

支
援
策
に
つ
い
て
、
方
向
性
を
示
せ
。

答

平
成

年
度
は
ひ
と
り
親
家
庭
等

30

の
負
担
軽
減
と
し
て
︑
現
行
１
人
に
つ

問

ひ
と
り
親
家
庭
等
医
療
費
助
成
を
償
還
払
い
か
ら
現
物
給
付
へ

答

県
の
制
度
だ
が
︑
現
物
給
付
と
な
る
よ
う
県
へ
発
言
し
て
い
く

久
保
山

義

明
議
員

▲各種受給資格証

▲老人施設上部の砂防ダム
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問

地
区
の
防
災
教
育
・
研
修
を
ど
う

考
え
て
い
る
の
か
。

答

自
主
防
災
組
織
の
代
表
で
あ
る
区

長
に
は
年
１
回
研
修
を
実
施
し
て
お

り
︑
地
区
の
要
請
が
あ
れ
ば
︑
出
前
講

座
な
ど
で
講
話
等
を
開
催
し
て
い
る
︒

問

地
区
で
取
り
組
む
防
災
教
育
の
分

か
り
や
す
い
マ
ニ
ュ
ア
ル
資
料
な
ど
を

町
で
作
成
し
提
供
で
き
な
い
か
。

答

す
で
に
取
り
組
ん
で
い
る
自
治
体

の
マ
ニ
ュ
ア
ル
等
を
参
考
に
研
究
し
て

い
く
︒

問

土
石
流
災
害
等
で
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン

が
断
た
れ
る
こ
と
も
想
定
し
、
緊
急
時

の
対
応
や
伝
達
方
法
は
ど
の
よ
う
に
考

え
て
い
る
か
。

答

広
域
の
大
災
害
が
起
き
れ
ば
電
話

な
ど
つ
な
が
ら
な
い
こ
と
も
考
え
ら
れ

る
︒
基
山
町
は
幸
い
狭
い
範
囲
な
の

で
︑
最
終
手
段
と
し
て
詰
め
て
い
る
職

員
で
伝
達
を
行
う
︒

問

被
災
地
区
で
は
一
時
避
難
所
と
し

て
公
民
館
が
使
用
さ
れ
る
こ
と
が
想
定

さ
れ
る
。
身
近
な
公
民
館
に
、
防
災
備

品
︵
発
電
機
・
照
明
器
具
・
簡
易
担
架

等
︶
を
町
で
支
給
で
き
な
い
か
。

答

現
在
は
ま
ち
づ
く
り
基
金
や
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
金
を
活
用
し
て
︑
整

備
し
て
い
る
︒
ま
ず
は
地
区
の
防
災
意

識
を
醸
成
す
る
活
動
を
行
い
︑
意
見
を

交
わ
し
そ
の
中
で
支
給
に
つ
い
て
検
討

で
き
れ
ば
と
考
え
て
い
る
︒

問

自
主
防
災
組
織
の
教
育
・
研
修
の
取
組
に
町
は
ど
う
関
わ
る
の
か

答

地
域
で
開
催
さ
れ
る
防
災
訓
練
等
に
積
極
的
に
協
力
す
る

桒

野

久

明
議
員

そ
ろ
え
ば
︑
受
理
さ
れ
て
後
日
結
果
が

分
か
る
︒

問

町
独
自
の
障
害
者
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク

は
文
字
を
大
き
く
、
申
請
手
続
き
の
仕

方
、
事
業
所
の
マ
ッ
プ
な
ど
分
か
り
や

す
い
も
の
を
作
成
し
て
ほ
し
い
。

答

平
成

年
９
月
を
目
途
に
完
成
さ

30

せ
た
い
︒

第
７
期
介
護
保
険
の
改
定
に
つ
い
て

問

第
７
期
改
定
で
住
民
の
負
担
は
ど

う
増
え
る
か
。

答

第
１
号
被
保
険
者
の
年
間
保
険
料

基
準
額
の
現
行
５
万
８
３
６
８
円
が
６

万
８
６
８
８
円
に
な
り
︑
年
間
１
万
３

２
０
円
の
増
額
に
な
る
︒

問

第
５
期
障
害
者
福
祉
計
画
と
第
１

期
障
害
児
福
祉
計
画
の
策
定
で
町
の
施

策
は
ど
う
な
る
か
。

答

就
労
支
援
施
設
︑
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
︑

障
害
者
就
労
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
等
と

連
携
す
る
︒
障
害
児
は
子
育
て
世
代
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
を
中
心
に
切
れ
目
の

な
い
療
育
支
援
を
行
う
︒

問

ア
ン
ケ
ー
ト
の
要
望
で
は
相
談
支

援
体
制
の
充
実
が
高
い
が
、
担
当
課
は

ど
う
対
応
し
て
い
く
か
。

答

ま
ず
健
康
福
祉
課
の
窓
口
で
話
を

聞
く
︒
そ
し
て
相
談
窓
口
と
し
て
鳥
栖

市
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
﹁
キ
ャ
ッ
チ
﹂
に
委

託
し
て
い
る
︒

問

例
え
ば
﹁
障
害
年
金
﹂
を
受
け
た

い
と
の
相
談
は
ど
う
対
応
し
て
い
る

か
。

答

年
金
事
務
所
か
ら
職
員
が
来
て
相

談
を
受
け
る
︒
医
師
の
証
明
等
書
類
が

問

障
害
者
の
相
談
体
制
に
充
実
を

答

サ
ー
ビ
ス
の
適
正
運
営
に
努
め
る

大

山

勝

代
議
員

▲自主防災組織の備品

▲県版障害者・児ハンドブック
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増
加
し
て
い
る
。
新
た
に
整
備
・
改
善

す
る
点
等
考
え
て
い
る
内
容
は
。

答

多
世
代
交
流
セ
ン
タ
ー
憩
の
家
や

合
宿
所
を
新
た
に
整
備
し
た
︒
中
心
市

街
地
ソ
フ
ト
事
業
に
よ
る
新
た
な
イ
ベ

ン
ト
の
企
画
や
既
存
の
イ
ベ
ン
ト
に
地

域
資
源
の
活
用
を
図
る
等
改
善
す
る
︒

地
域
猫
の
取
組
は

問

地
域
猫
を
増
や
さ
な
い
対
策
の
必

要
性
・
緊
急
性
を
ど
う
捉
え
て
い
る
か
。

答

地
域
猫
活
動
は
︑
地
域
の
環
境
課

題
と
し
︑
対
策
を
講
じ
る
必
要
が
あ
る
︒

問

各
種
施
策
の
実
施
等
で
、
空
き

家
・
空
き
店
舗
を
解
消
し
、
見
え
て
く

る
４
商
店
街
の
姿
は
。

答

Ｊ
Ｒ
基
山
駅
の
利
用
者
や
各
種
イ

ベ
ン
ト
で
町
内
を
訪
れ
る
人
を
取
り
込

み
︑
来
訪
者
が
一
歩
足
を
踏
み
入
れ
た

く
な
る
活
気
あ
ふ
れ
た
ま
ち
な
か
︒

問

旧
役
場
跡
地
に
地
域
優
良
賃
貸
住

宅
の
整
備
に
よ
り
人
口
増
加
は
見
込
め

る
が
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
や
生
活
環

境
が
変
わ
る
と
想
定
さ
れ
る
の
は
。

答

駅
前
の
モ
ー
ル
商
店
街
に
は
︑
従

来
か
ら
あ
る
店
に
加
え
︑
さ
ま
ざ
ま
な

サ
ー
ビ
ス
業
が
出
店
す
る
こ
と
で
生
活

環
境
が
変
わ
る
︒
ま
た
︑
子
育
て
世
代

の
居
住
に
よ
り
︑
周
辺
の
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
も
活
性
化
す
る
︒

問

Ｊ
Ｒ
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
等
の
イ
ベ
ン

ト
や
図
書
館
を
含
む
５
つ
の
公
共
施
設

の
来
場
者
数
が
、
目
標
設
定
で
大
き
く

問

中
心
市
街
地
活
性
化
計
画
で
変
わ
る
の
は

答

に
ぎ
わ
い
と
活
気
あ
る
ま
ち
な
か
に

牧

薗

綾

子
議
員

等
の
問
題
が
発
生
し
な
い
の
か
。

答

そ
の
点
は
大
興
善
寺
の
中
で
協
議

さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
︒

問

現
在
の
農
産
物
加
工
場
を
﹁
ち
ぎ

り
の
里
﹂
に
払
下
げ
は
で
き
な
い
か
。

答

新
農
産
物
加
工
場
へ
の
移
転
後
は

小
松
地
区
集
落
の
集
会
場
と
し
て
利
用

し
た
い
と
の
こ
と
だ
っ
た
︒
平
成

年
30

５
月

日
以
降
は
補
助
事
業
の
期
間
が

19

過
ぎ
る
た
め
︑
払
下
げ
は
可
能
︒

問

新
農
産
物
加
工
場
建
設
を
中
止
し

て
、
現
在
の
農
産
物
加
工
場
を
そ
の
ま

ま
払
下
げ
は
で
き
な
い
か
。

答

新
農
産
物
加
工
場
の
建
設
が
前
提

に
な
り
︑
そ
の
後
の
扱
い
に
な
る
︒

現
在
の
農
産
物
加
工
場
は
農
事
組
合

法
人
﹁
ち
ぎ
り
の
里
﹂
に
指
定
管
理
者

制
度
で
管
理
・
運
営
を
し
て
も
ら
っ
て

い
る
︒
今
回
︑
新
た
に
農
産
物
加
工
場

建
設
が
検
討
さ
れ
て
お
り
︑
問
題
点
を

質
問
し
た
︒

問

新
農
産
物
加
工
場
建
設
は
﹁
ち
ぎ

り
の
里
﹂
と
協
議
を
し
た
の
か
。

答

平
成

年
４
月
以
降
︑
協
議
を
行

29

い
︑
基
本
設
計
の
素
案
を
作
成
し
た
︒

問

新
農
産
物
加
工
場
の
建
設
用
地
は

誰
の
土
地
か
。

答

大
興
善
寺
の
土
地
に
な
る
︒

問

宗
教
法
人
の
土
地
に
公
共
施
設
を

建
設
し
て
問
題
は
発
生
し
な
い
の
か
。

答

大
興
善
寺
か
ら
は
承
諾
を
得
て
い

る
︒
問
題
な
い
と
思
う
︒

問

宗
教
法
人
の
中
で
、
門
徒
の
承
諾

問

現
農
産
物
加
工
場
の
払
下
げ
は

答

５
月

日
以
降
は
可
能

19

重

松

一

徳
議
員

▲にぎわうJRウォーキング

▲農産物加工場で味噌作り
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問

平
成

年
度
の
認
知
症
対
策
は
。

30

答

認
知
症
へ
の
正
し
い
理
解
の
普
及

啓
発
を
継
続
す
る
︒
新
た
に
認
知
症
地

域
支
援
推
進
員
を
配
置
し
︑
介
護
と
医

療
の
連
携
強
化
を
図
る
︒

問

近
隣
市
町
と
の
対
策
協
議
会
は
。

答

ま
ず
は
鳥
栖
地
区
広
域
市
町
村
圏

組
合
の
構
成
市
町
と
の
協
議
を
進
め
て

い
き
た
い
︒

問

Ｉ
Ｔ
機
器
を
導
入
し
て
の
見
守
り

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
強
化
は
。

答

見
守
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
協
力
・

強
化
と
と
も
に
︑
全
国
の
動
向
を
注
視

し
︑
研
究
し
て
い
き
た
い
︒

問

町
の
認
知
症
の
実
態
・
認
識
は
。

答

正
確
な
数
は
把
握
し
て
い
な
い

が
︑
日
常
生
活
自
立
度
Ⅱ
以
上
の
方
は

認
知
症
と
判
断
さ
れ
て
お
り
︑
４
２
２

人
い
る
︒
今
後
も
高
齢
化
に
伴
い
︑
認

知
症
の
方
も
増
加
す
る
と
推
測
す
る
︒

問

小
学
校
で
行
っ
た
キ
ッ
ズ
サ
ポ
ー

タ
ー
養
成
講
座
を
実
施
し
た
感
想
は
。

答

体
験
活
動
を
通
し
て
の
認
知
症
の

認
識
向
上
に
役
立
っ
た
︒

問

声
か
け
訓
練
の
今
後
は
。

答

平
成

年
度
の
実
施
場
所
は
決
定

30

し
て
い
な
い
︒
年
度
計
画
を
立
て
︑
で

き
る
限
り
早
急
に
全
町
で
実
施
し
て
い

く
︒

問

認
知
症
カ
フ
ェ
へ
の
町
の
運
営
協

力
は
ど
う
す
る
。

答

運
営
母
体
と
話
し
合
い
︑
協
力
し

て
い
き
た
い
︒

問

平
成

年
度
の
認
知
症
対
策
は

30

答

介
護
と
医
療
の
連
携
強
化
を

河

野

保

久
議
員

医
療
費
の
助
成
と
学
校
費
用
の
軽
減
を

求
め
る
声
が
多
い
。
高
校
ま
で
の
医
療

費
助
成
を
通
院
費
ま
で
拡
大
す
べ
き
だ
。

答

今
後
検
討
す
る
︒

問

ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金
の
活
用
で

給
食
費
一
人
当
た
り
月
額
１
０
０
０
円

の
助
成
を
提
案
す
る
。

答

１
０
０
０
円
や
５
０
０
円
の
助
成

を
検
討
し
た
が
︑
財
源
を
含
め
再
度
検

討
す
る
︒

問

就
学
援
助
の
入
学
準
備
金
の
引
き

上
げ
を
実
施
す
べ
き
だ
。

答

平
成

年
度
か
ら
小
学
生
は
４
万

30

６
０
０
円
に
︑
中
学
生
は
４
万
７
４
０

０
円
に
引
き
上
げ
る
︒

問

町
が
実
施
し
た
﹁
子
ど
も
生
活
実

態
調
査
﹂
か
ら
見
え
た
子
ど
も
の
貧
困

の
全
体
像
は
何
か
。

答

本
町
の
ひ
と
り
親
世
帯
の
割
合
は

全
国
平
均
を
上
回
っ
て
い
る
︒
年
収
２

５
０
万
円
未
満
の
世
帯
の
内
︑
ひ
と
り

親
家
庭
は

・
６
％
︒
経
済
的
な
ゆ
と

63

り
が
﹁
あ
ま
り
な
い
︑
ま
っ
た
く
な
い
﹂

家
庭
も

・
３
％
占
め
︑
生
活
面
が
厳

74

し
い
状
況
だ
︒

問

町
は
こ
の
調
査
を
受
け
、﹁
基
山
っ

子
未
来
応
援
の
た
め
の
４
つ
の
柱
﹂
に

よ
る
具
体
的
な
支
援
策
は
何
か
。

答

子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

を
設
置
し
︑
支
援
を
行
う
︒
ま
た
︑
ひ

と
り
親
家
庭
等
医
療
費
の
一
部
負
担
金

５
０
０
円
を
全
額
助
成
す
る
︒
ひ
と
り

親
家
庭
の
就
業
支
援
に
繋
が
る
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
の
役
場
内
設
置
を
検
討
す
る
︒

問

｢
子
ど
も
生
活
実
態
調
査
﹂
で
は
、

松

石

信

男
議
員

問

学
校
給
食
助
成
を

答

一
年
か
け
て
検
討
す
る

▲今年度設置される子育て世代包括支援センター

▲９区での声かけ訓練
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議長交際費執行状況表（平成29年度１月〜３月）

接 遇

平成29年度基山経済クラブ会費24,000

1041,000

会 費

4

1/24〜25 広報広聴常任委員会視察研修土産6,000接 遇

82,294

支出の相手方及び行事名等支出金額(円)

累計額(円)

支出種別

3/24 JAさが基山支所女性部総会5,000御 祝

累計件数(件)合計額(円)

2/13〜14 議会運営委員会視察研修土産

合計件数(件)

6,000

れ
ば
そ
れ
を
支
援
し
て
い
き
た
い
︒

問

介
護
予
防
策
と
し
て
、
﹁
通
い
の

場
﹂
の
今
後
の
取
組
は
。

答

第

区
か
ら
始
ま
り
︑
第
７
区
︑

10

第
４
区
︑
第
５
区
と
広
が
っ
た
通
い
の

場
は
︑
１
０
０
歳
体
操
を
中
心
に
地
域

と
し
て
介
護
予
防
に
取
り
組
ん
で
い

る
︒
効
果
の
検
証
な
ど
を
通
じ
︑
将
来

的
に
は
全
区
で
取
り
組
ん
で
も
ら
え
る

よ
う
支
援
し
て
い
き
た
い
︒

問

い
つ
ま
で
に
全
区
で
取
り
組
む
計

画
か
。

答

期
限
は
切
っ
て
い
な
い
が
︑
高
齢

者
の
健
康
維
持
に
努
め
た
い
︒

問

今
後
、
各
区
公
民
館
に
ど
の
よ
う

な
支
援
体
制
を
計
画
し
て
い
る
の
か
。

答

各
区
公
民
館
活
動
の
活
性
化
は
︑

基
山
町
全
体
の
活
性
化
に
も
繋
が
っ
て

い
く
と
考
え
て
い
る
︒
新
年
度
か
ら
集

落
支
援
員
制
度
を
活
用
し
た
自
治
会
活

動
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
１
人
と
︑
介

護
保
険
事
業
に
よ
る
生
活
支
援
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
２
人
を
合
わ
せ
た
３
人

を
地
域
活
動
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

と
し
て
配
置
し
︑
社
会
福
祉
協
議
会
を

拠
点
に
各
区
公
民
館
を
中
心
と
し
た
地

域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
支
援
を
予
定

し
て
い
る
︒

問

子
育
て
支
援
事
業
等
で
庁
舎
等
で

の
活
用
の
場
が
不
足
し
、
高
齢
者
福
祉

事
業
の
た
め
に
公
民
館
を
代
用
し
よ
う

と
い
う
策
で
は
。

答

押
し
つ
け
で
は
な
い
が
︑
今
後
福

祉
事
業
等
を
身
近
な
公
民
館
で
受
け
ら

れ
る
メ
リ
ッ
ト
は
大
き
い
︒
要
望
が
あ

松

石

健

児
議
員

問

公
民
館
活
用
へ
の
町
の
介
入
は
各
区
に
負
担
を
し
い
る
の
で
は

答

あ
く
ま
で
負
担
軽
減
の
た
め
の
支
援
で
あ
る

▲公民館で行われた文化祭（第11区）

平成30年 第２回基山町議会定例会会期日程(案)

９時30分

木

７

本
会
議

総
務
文
教
常
任

委
員
会

９時30分

水

６

６

議
事
内
容

曜
日

開
会
時
間

月

備

考

日

土

１２

本
会
議

委
員
会

委
員
会

委
員
会

本
会
議

本
会
議

本
会
議

各
常
任
委
員
会

︵
調
整
︶

議
案
審
議
、

委
員
会
付
託

９時30分

月

４

厚
生
産
業
常
任

委
員
会

９時30分

一
般
質
問

火

５

９時00分９時00分

日

委
員
長
報
告
、

討
論
・
採
決

金

３

９時30分

金

８

一
般
質
問

９時30分

会
期
決
定
・
提

案
理
由
説
明
等
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オープンに向け建設中の基山町合宿所
総務文教常任委員会

今後の下水道事業
厚生産業常任委員会

所管事務調査

５月中旬の開所に向け、建設中の基山町合宿所は建

物の外観はほぼ完成していたが、室内は各部屋の間仕

切りが確認できるくらいの進捗状況であった。外構

は、合宿所から食堂（旧ほっとステーション建物）へ

移動するための、バリアフリーの通路と雨対策の屋根

を設置すると説明を受けた。

当委員会は、合宿所が高台にあるため、転落防止の

フェンスや駐車場として道路を挟んだ向かい側を利

用することから、横断歩道を設置するなど安全対策を

しっかりと講じるように提案した。

所管事務調査

現在の下水道事業全体計画（基山町事業認可分）で

は、処理場として町内４か所の処理場及び福岡県小郡

市にある宝満川浄化センターを使用しているが、平成

30年度末には方向性を出すようにしたいとのことで

あった。町内の未整備区域についてはコストを考え

合併浄化槽での処理も念頭に説明会を行うとの説明

を受けた。その後、宝満川浄化センターを視察し、宝

満川上流流域下水道の暫定処理状況や安全性の対応

を聞いた。財政面も含め将来の方向性、進捗状況につ

いては、速やかに議会へ説明するよう要望した。

編編編編編

集集集集集

後後後後後

記記記記記

編

集

後

記

ベ
ス
ト
の
形
を
求
め
て

町
議
会
と
語
ろ
う
会
︵
議
会
報
告
会
︶

も

回
目
と
な
っ
た
。

5こ
れ
を
や
る
こ
と
の
目
的
や
方
法
を

は
っ
き
り
認
識
で
き
た
霧
島
市
へ
の
視
察

を
思
い
出
す
。
昼
間
研
修
し
、
そ
の
夜
に

公
民
館
で
住
民
の
方
と
意
見
を
交
換
す
る

報
告
会
に
参
加
し
た
。

そ
の
時
の
イ
メ
ー
ジ
を
持
ち
つ
つ
第
１

回
目
を
開
催
し
、
毎
回
改
善
点
は
な
い
か
、

い
た
だ
い
た
意
見
を
ど
う
反
映
さ
せ
て
い

く
か
考
え
な
が
ら
、
町
民
の
声
を
聴
く
と

い
う
ス
タ
ン
ス
で
回
数
を
重
ね
て
き
た
。

今
回
は
、
年
代
に
関
係
な
く
議
論
が
で
き

る
よ
う
、
テ
ー
マ
に
そ
っ
た
グ
ル
ー
プ
分

け
で
行
っ
た
。

町
議
会
と
語
ろ
う
会
は
、
こ
れ
か
ら
も

こ
の
場
に
多
く
の
町
民
の
方
が
参
加
で
き

る
形
を
模
索
し
な
が
ら
⋮
。(

牧
薗

綾
子
)

委

員

長

牧
薗

綾
子

副
委
員
長

松
石

健
児

委

員

木
村

照
夫

広
報
広
聴
常
任
委
員
会

委

員

桒
野

久
明

委

員

末
次

明

委

員

大
久
保
由
美
子

意見書等の結果

採択
(全員賛成)

今回の事故に巻き込まれた女児は、炎上する民家から逃げ出す際
に怪我を負うとともに、言葉にならないほどの精神的なショック
を受けているとの報道もある。一歩間違えば大惨事を引き起こ
しかねない事態であり、大変憂慮すべき状況である。今回の墜落
事故は自衛隊員の命を奪い住民をも巻き込む重大な事故で、自衛
隊に対する信頼を揺るがしかねないものである。目達原駐屯地
の周辺住民を含め町民からは、不安の声も多く聞かれるところで
ある。
よって、本町議会は、国会及び政府に対し、今回の事故に抗議す
るとともに、安全管理と再発防止対策を図ることなどの４つの事
項について速やかに実現できるよう、強く要請する。

陸上自衛隊目達原駐
屯地所属ヘリコプ
ター墜落に関する意
見書

意

見

書

内 容（概略）件 名 結 果区 分

基山町の公益に関する事柄について、国会や関係行政庁に対して議会の議決に
基づき意見書を提出することができます。詳しくは事務局にお尋ねください。
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編
集
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
成
し
編
集
レ
ベ
ル

の
安
定
化
を
は
か
る

岡
山
県
美
咲
町

基
山
町
で
も
検
討
し
て
い
る
議
会
広
報

誌
の
編
集
マ
ニ
ュ
ア
ル
作
成
に
つ
い
て
経

緯
を
尋
ね
る
︒
基
本
的
な
原
稿
は
統
一
し

た
文
体
に
す
る
な
ど
︑
編
集
の
際
の
細
か

な
指
示
内
容
が
記
載
さ
れ
︑
編
集
者
が
交

代
し
て
も
編
集
レ
ベ
ル
が
落
ち
な
い
工
夫

が
見
ら
れ
た
︒
内
容
の
２
色
使
い
は
基
山

町
と
同
じ
だ
が
︑
毎
号
︑
季
節
感
の
あ
る

色
使
い
に
変
更
し
て
い
る
点
は
工
夫
策
と

し
て
一
考
で
き
る
︒

平
成

年
１
月

日
～

日
視
察

30

24

25

町
民
に
よ
り
分
か
り
や
す
い
議
会
だ
よ

り
の
制
作
を
目
指
し
︑
町
村
議
会
広
報
コ

ン
ク
ー
ル
で
受
賞
さ
れ
た
先
進
自
治
体
を

視
察
し
︑
意
見
交
換
を
行
っ
た
︒

町
民
と
共
に
作
り
上
げ
る
親
し
み
の

あ
る
議
会
広
報
紙
と
は

広
島
県
神
石
高
原
町

冊
子
名
は
﹁
み
ん
な
の
町
議
会
﹂
︒
内
容

は
全
ペ
ー
ジ
カ
ラ
ー
刷
り
で
︑
議
会
内
容

の
報
告
の
他
︑
町
内
の
グ
ル
ー
プ
紹
介
︑

議
会
ク
イ
ズ
︑
ま
ち
の
声
等
を
掲
載
︒
ま

た
︑
各
ペ
ー
ジ
の
最
上
段
に
分
か
り
や
す

く
表
題
を
色
分
け
し
て
記
載
し
て
い
る
の

で
︑
丁
寧
で
親
切
な
配
慮
が
感
じ
ら
れ
︑

町
民
が
読
み
た
く
な
る
紙
面
づ
く
り
に
工

夫
が
み
ら
れ
る
︒
表
情
豊
か
な
掲
載
写
真

に
感
銘
を
受
け
た
︒
議
会
広
報
紙
が
議
会

側
か
ら
一
方
的
に
﹁
私
た
ち
は
こ
の
よ
う

に
議
会
活
動
を
行
っ
て
い
る
﹂
で
は
︑
町

民
は
読
ま
な
い
し
︑
議
会
を
理
解
し
て
く

れ
な
い
と
い
う
﹁
議
会
だ
よ
り
﹂
の
本
質

を
教
え
ら
れ
た
︒

町
民
に
親
し
ま
れ
る
｢
議
会
だ
よ
り
｣
づ
く
り
を

目
指
し
て

広
報
広
聴
常
任
委
員
会

議
会
運
営
の
中
で
見
直
し
条
例

改
正
で

山
口
県
和
気
町

基
山
町
で
は
︑
ま
ず
議
会
改
革
を
進
め

て
︑
今
回
条
文
の
策
定
を
と
い
う
流
れ
で

あ
る
が
︑
和
気
町
で
は
逆
に
︑
ス
リ
ム
な

文
言
の
条
文
に
し
て
︑
議
会
運
営
の
中
で

見
直
し
て
い
く
形
で
条
例
改
正
を
行
っ
て

い
る
︒
基
山
町
で
は
災
害
発
生
時
の
議
会

対
応
の
条
文
の
中
で
行
動
基
準
等
は
別
に

定
め
る
よ
う
検
討
し
て
い
る
︒
和
気
町
で

は
︑
危
機
管
理
の
条
文
の
中
で
︑
具
体
的

事
例
を
想
定
し
た
も
の
に
対
応
で
き
る
内

容
の
要
綱
に
な
っ
て
い
る
の
で
︑
こ
の
点

を
参
考
に
検
討
し
て
い
き
た
い
︒

平
成

年
２
月

日
～

日
視
察

30

13

14

＊
議
会
基
本
条
例
と
は
︑
議
会
や
議
員

の
あ
り
か
た
︑
議
会
と
町
長
等
と
の
関
係
︑

議
会
と
町
民
と
の
関
係
︑
そ
の
他
を
章
だ

て
で
構
成
し
︑
議
会
か
ら
条
例
と
し
て
示

す
も
の
で
あ
る
︒

条
例
制
定
ま
で
に
１
年
半
か
け

て

広
島
県
坂
町

現
在
︑
基
山
町
は
条
例
の
原
案
を
作
成

し
見
直
し
を
し
て
い
る
段
階
で
あ
る
︒
こ

の
条
例
の
先
駆
者
的
立
場
の
栗
山
町
を
具

体
的
に
検
討
し
て
条
例
を
作
成
し
て
い
る

の
で
︑
基
山
町
も
内
容
に
大
き
な
差
は
な

か
っ
た
︒
﹁
議
会
改
革
の
推
進
﹂
の
章
の
中

で
︑
基
山
町
で
は
︑
議
員
で
構
成
す
る
議

会
改
革
機
関
を
設
置
す
る
と
し
て
︑
議
論

し
た
内
容
を
報
告
し
て
い
る
が
︑
坂
町
で

は
︑
議
会
及
び
議
員
の
評
価
と
い
う
条
文

が
あ
り
︑
毎
年
自
己
申
告
の
形
で
︑
で
き

た
・
よ
く
で
き
た
・
努
力
が
必
要
・
ほ
と
ん

ど
で
き
な
か
っ
た
と
い
う
評
価
を
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
る
︒

議
会
基
本
条
例
制
定
に
向
け
︑
検
討
し
た

課
題
や
方
針
を
中
心
に

議
会
運
営
委
員
会▲和気町視察研修のようす

▲美咲町視察研修のようす


